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編集後記

 ●人事制度にっいて考える際に
いっ も思 い出すエ ピソー ドがあ

る。数年前ある団体で人事担当者

の勉強会のコーディネーターをし

ていた時のこと，さる大手企業の

人事担当者氏が自社の人事制度に

ついて委曲を尽 くした説明を行っ

た。報告が終わ り，型通 り私が

「何か質問はありますか」 と促 し

たところ，出席者の一人がさっと

手を挙げてあらまし次の様な発言

をした。「あなたに質問 したい。こ

の制度は従業員のモチベーション

が目的なのか? それとも人事屋

の自己満足が目的なのか!」

 一瞬，私は「何と非常識な発言」
と絶句 した。他の参加者も同 じ思

いだったと見えて，会場には気ま

ずい雰囲気が漂った。 しか し，冷

静になって考えてみると，氏の言

うことは誠に人事制度というもの

の本質を突いている。企業の人事

担当者は，有能且っまじめな人が

多いから，寸分の隙もない精緻な

人事制度を構築する。評価制度一

っをとっても，能力評価，業績評

価，昇格考課などいくっにも分か

れている所もある。 しかし，精緻

であるのも度を越えると 「自己満

足」と変わらなくなり，「従業員の

モチベーションの向上」 という制

度本来の趣旨は失われていく。 さ

らに問題なのは， こうした制度が

その 「ユーザー」である職場の管

理職にとっては殆ど理解不能であ

り，「人事にやらされている意識」

だけが蓄積 されてい くことであ

る。よく，人事制度の永遠の課題

として 「制度」 と 「運用」の乖離

という点が指摘されるが，それは

恐 らくこうしたところから発生す

るのだろう。

 先 日さる研究会の司会をしてい

た時に，ある人事担当者が 「評価

制度なんて，結局 『良い」，『悪い』
の2段 階で充分なのではないで

しょうか」と言 っていたのが非常

に印象的だった。どんなことでも

同じだが，制度というのは，ある

目的を達成するための手段に過ぎ

ないのであり，決 して制度が 「自『

己目的的」になってはならない，

それは人事制度を研究する者 に

とっても実務家にとって も，忘れ

てはいけない点であると思 う。

 ●我々大学教員は，人事考課と

いうものには縁がない。

 もちろん，研究者の世界に 「評

価がない」と言っている訳ではな

い。誰がどの程度実力があり，誰

がよい仕事を しているか，また誰

が最近枯れてきたかなど，同業者

間の評価というのは，それは恐ろ

しいものである。20年 もこの世

界にいると本当にそのことが身に

しみることがある。私が言ってい

るのは，上司がいて部下がいて，

定期的に考課表に記入 して，それ

に基づいて昇給や賞与が決められ

るといった意味の人事考課は行わ

れていないということである。大

学教員が唯一行うのは，学生の評

価であった。っい最近までは。

 しかし，最近教員に対する評価

制度を導入する大学が増えてい

る。授業で学生に聞いてみると，

大学だけではなく，彼等の出身高

校でもこうした制度が存在 したと
いうことである。制度の導入目的

は，教員のティーチング能力の向

上にあり，処遇には差をっけない

というものから，評価結果が昇給

に反映される ものまで様々であ

る。企業では，部下が上司を評価

することを 「多面評価」や 「360

度評価」 と呼んでいる。学生は授

業(=教 員)を ある程度は選択で

きるが，サラリーマンはボスを選

択できない，従 ってこうした制度

は，企業においてより必要である

と言えるかも知れない。

 翻 って 「我が社」では，学生の

教員評価は既に藤沢キャンパスで

は導入されているが，その他がど

うなるかっいては今のところ全 く

分か らない。ただ，学生は大学に

とって大切 な顧客 であるか ら，

「学生に評価 されるなんてけ しか

らん!」 といった居直 りを決め込

むことは最早できないだろう。

 しか し全 く仮定の話として，仮
に将来こうした制度が導入された

として も，学生にお もねるような

態度だけは決 してとりたくないと

思う。確かに学生は大学にとって

顧客であるが，彼等は大学に学問

を 「学び」に来ている。そして学

生に学問を教えるのは 「教員」で

ある。もしも学生評価によって，

「学ぶ」側の 「教える」側に対する

謙虚 さが失われて しま うとすれ

ば，それは絶対に避けなければな

らないことである。

 三 谷幸喜原作のテ レビ ドラマ

『王様の レストラン』では「お客様

は王様である。しかし王様の中に

は首を刎ねられた者もいる」とい

う名文句があったが，これは学生

について も全 く同 じこと，即ち

「学生は王様である。 しか し王様

の中には首を刎ね られた者 もい

る」のである。     (A。Y.)
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